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The Posthumous Titles of Ming Emperor Chongzhen （4）


















































































































































































































































































































































































































































　ちなみに，『逸周書集訓校釋』（卷六・「兵甲亟作曰莊 / 叡圉克服曰莊 / 勝敵
志強曰莊 / 死於原野曰莊 / 屢征殺伐曰莊 / 武而不遂曰莊」条）で「莊と壯は同じ」
と注している。このように，「莊」と「壯」とが通用すると考えることができ
るのならば，「莊烈」は，前秦の苻堅の諡の「壯烈」と同じということになる。







































































































































































































































































































































































































80 経済理論　354号　2010年 3 月
の盛德　千古を度越（超越）す。亦た以て帝の難を蒙りて，其の身を辱め
ず，亡國の義烈（忠義節烈）と爲るを知る可し（乾隆四年〔一七三九〕武
英殿刊『明史』巻二十四・本紀第二十四・莊烈帝二・十一葉～十二葉）。
即位当初には，魏忠賢一派を処断したので，天下は喝采した。しかし，すでに
国運は傾き，文官・武官ともに頼りにならなかった。まことに不幸であったと
いえる。崇禎帝自身は政務を熱心に行ったものの，用いる人を間違え，ますま
す事態を混乱させたり，宦官を信任したりした。これらは，天運のしからしめ
るものであった。ただ，身をもって国に殉じたことは，評価されるべきである，
という。崇禎帝の本紀の贊であるので，あからさまな批判は述べられていない。
　このように，康煕以後になると，崇禎帝の皇帝としての資質が問題とされる
ようになる。努力したものの，それが報われなかった不幸な皇帝であったとい
う順治帝の評価とは異なってくるのである。
おわりに
　南明政権の諡号・廟号の選定作業は，国を滅ぼし，それに殉じた崇禎帝をど
のように評価すべきかで，混乱する。国に殉じたことを表現する文字は，亡国
の君主に用いられるものが多く，明の正統を承けたとする南明政権では，それ
を用いることはできなかったからである。
　清政権が最初，あわただしく決めた「懷宗端皇帝」については，亡国の君主
に「宗」をつけるという不備があった。また，「懷宗端皇帝」という諡の「懷」
字には，前面的に否定する意味合いはなく，悲しみを懷くという意味もあった。
清政権は，最初から，前王朝の最後の皇帝に否定的な意味を徹底させて諡号を
あたえるというようなことは，行なわなかったのである。
　順治帝は，ドルゴンの選定した「懷宗端皇帝」を「莊烈愍皇帝」に改めた。
この「莊烈愍皇帝」の諡号には，順治帝の同情的評価が反映している。
　ところが，後になると，崇禎帝の皇帝としての資質が問題とされるようにな
る。そして，欽定の正史である『明史』にそのことが明記され，清政権の公式
81明・崇禎帝の諡号について（4）
的な見解となる。ただし，「莊烈愍皇帝」の諡号はそのままであり，欽定『明史』
の評価とは，異なるものであった。
